
第 24期第 4 回 IGU 分科会 議事要旨（案）  

日時： 2018 年 11月 19日(月) 13時～15時 

場所： 日本学術会議 6階 6-A(2)会議室 

出席者（敬称略）： 石川義孝，春山成子，石川徹，井田仁康，伊藤香織，伊藤悟，岡本耕平，
小口高，久保純子，近藤昭彦，篠田雅人，竹内裕一，中澤高志，氷見山幸夫，村山祐司，森
田喬，山田育穂 

欠席者（敬称略）： 奥村晃史，矢野桂司，山本佳世子，吉田道代 

※ 委員 21 名中 17名の出席により委員会は成立した．

0. 配付資料の確認
 資料 1： 報告（案）地名標準化の現状と課題
 資料 2： ICC2019

 資料 3： ICC2019 ②
 資料 4： 第 29回国際地図学会議へのご寄付のお願い
 資料 5： ICA 小委員会報告
 資料 6： SDGsに関する分科会情報共有フォーム
 資料 7： SDGs

 追加資料 1： 公開シンポジウム（案） 「日本における地名標準化の現状と課題」 
 追加資料 2： 前回議事要旨（案）

1. 前回議事要旨（案）の確認
 前回議事要旨（案）が承認された．

2. 地名の報告作成について
 岡本委員より資料 1の報告（案）について，これまでの経緯や前回原稿からの変更

点等の説明があった．
 今後は本日の委員会で出た意見をとりまとめて最終原稿を作成し，IGU 分科会・地

域情報分科会のそれぞれの委員長が親委員会での承認手続きを進めていく．
 3 月 29 日に予定していた関連のシンポジウム（追加資料 1）を，4 月以降に日程変

更することとなったため，候補日を 5 月 13 日（月）・17 日（金）として日程調整
を行う．なお，同日の午前中に次回 IGU 分科会を開催予定．

3. IGU ケベック大会と IGU の動静
 小口委員長，氷見山委員よりケベック大会についての報告があった．
 特筆すべき出来事として，岡部篤行先生が IGU の最高賞である Laureat D’ Honneur

を受賞されたことがある．



 

4. 地理オリンピックについて 

 井田副委員長より，カナダ大会について報告があった． 

 また来年度についても，応募者は約 1500 名となっており．全 3回の試験を経て香
港大会への代表者 4名が選出される旨報告があった． 

 

5. 2019年 ICC について 

 2019 年 7 月に開催される International Cartographic Conference について，森田委員
から資料 2～5に基づき説明があった． 

  

6. WSSF2018 の報告 

 9 月 25 日から 4 日間，福岡にて開催された World Social Science Forum 2018 におけ
る IGU 日本委員会の招待セッションについて，石川（義）委員より報告があった． 

 

7. 代表派遣について 

 学術会議予算での IGU 関連会議等への代表派遣について，小口委員長より検討状
況の報告があった．IAG で 1 件検討中とのこと． 

 

8. SDGsに関する分科会情報について 

 小口委員長より，学術会議第三部から分科会が行っている SDGs 関連の活動につい
ての情報提供を求められていることが報告され，回答内容を検討した． 

 

以上 

 

 


